
広報

13，400人が参加した「おおむらハイウェイ

ロードレース大会Jo

走る人、親子づれで歩く人など、最初で最

後の思い出づくりを楽しみました。

( V，4・長崎自動車道大村インタ一位近)

※関連記事は3ページ、に掲載しています

平成2年2月号
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、ー

れ
は
い
け
る
グ

一政賂は
キ
ャ
ロ

ツ
ト
ワ
イ
ン
誕
生

大
村
の
特
産
品
、
黒
田
五
寸
に
ん
じ
ん

の
汁
液
を
原
料
と
し
た
「
キ
ャ

ロ
ッ
ト
ワ

イ
ン
」
が
誕
生
し
、

1
月
日
日
、
発
表
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ぶ
ど
う
を
ブ

レ
ン
ド
さ
せ
て
あ
り
、
人

参
特
有
の
に
お
い
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
上
、
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム

な
ど
を
た
く
さ
ん
含
ん
で
お
り
、
「
へ
ル
シ
l

ワ
イ
ン
」
と
し
て
、
人
気
を
呼
び
そ
う
で

す
。こ

の
ワ
イ
ン
は
、
大
村
市
特
産
品
開
発

協
議
会

(市

・
農
協

・
商
工
会
議
所

・
物

産
振
興
協
会

・
酒
販
売
協
力
会
)
が
3
年

前
、
現
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
研
究
依

頼
を
し
て
い
た
も
の
で
、
昨
年
7
月
試
作

品
が
完
成
。
久
留
米
の
醸
造
会
社
に
よ
り
、

大村の特産品として、 1月15日から発売された、

ビタミンなどの栄養素をたっぷり含んだ、「キャロ

ットワイン」

自(辛口)と赤(甘口)

地ぎに

本
格
製
造
さ
れ
ま
し
た
。

野
菜
の
開
発
に
手
掛
け
て
き
た
同
協
議

会
で
は
、

「厳
し
い
農
業
を
中
心
に
支
え
て

き
た
大
村
に
と

っ
て
希
望
の
光
が
射
し
て

き
だ
」「
ブ
!
ム
に
な
れ
ば
、
一
村

一
品
の

柱
に
な
れ
る
の
で
は
」
と
喜
び
と
期
待
を

つ
の
ら
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
人
参
ワ
イ
ン
は
、
全
国
的

に
み
て
も
、
製
造
さ
れ
て
い
る
所
は
な
く
、

日
本
唯

一
の
ワ
イ
ン
と
の
こ
と
で
す
。

美
容
と
健
康
に
、
ま
た
食
卓
に
、
コ
ク

の
あ
る
味
と
香
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

〈
キ
ャ

ロ
ッ
ト
ワ
イ
ン
〉

1
本
1
4
0
0
円

(
7
0
0
ミ
リ
リ

ッ
ト

ル
)、
赤

(甘
口
)、
白

(辛
口
)
が
あ
り

ま
す
。

ラベル

「キ
ャ
ロ
ッ
ト
ワ
イ
ン
」
の
誕
生
を
祝
う

大
村
特
産
品
開
発
協
議
会
の
右
か
ら
金

子
農
協
組
合
長
、
松
本
市
長
、
高
瀬
商
工

会
議
所
会
頭

(vm
・
観
光
ホ
テ
ル
)

観光PRにご協力を/
=美しい名刺用台紙を作成二

市では、これまでの長崎空港に変えて、

名刺用台紙をつくりまし定。

台紙の写翼は¥今年帰国400年を迎える「天正

遣欧少年使節の顕彰像(森園公園)J、大村公園内に

ある¥西日本随ーを誇る「花しようぶ冨」、県指定の

文化財「黒丸踊り」

の3種類です。

大村の観光PR

のだめ、皆さんの

ご協力をお願いし

ます。

価格 T組 100

枚=200円

※希望される人は¥

市高士観光課へ

3種類の

香
港

定
期
航
空
便
の
開
設
実
現
ヘ

一ZC
5

3

ー

寸
大
村
市
民
の
翼
L

ド
ラ
ゴ
ン
航
空
な
ど
を
訪
問

l

長

崎

コ

-
F
E

香港島南部の海岸には、海の女神を祭る巨大

な 「天后廟」が建っている。

長
崎
空
港
の
国
際
空
港
化
な
ど
を
図
る

た
め
、

「大
村
市
民
の
翼
」
香
港
交
流
使
節

団
は
、

1
月
9
日
か
ら
ロ
日
ま
で
の

4
日

間、

香
港
、
マ
カ
オ
な
ど
を
訪
問
し
ま
し

た
。現

長
崎
空
港
は
、
国
際
定
期
航
空
路
線

と
し
て
、
上
海
便

(中
国
民
航
)
、
ソ
ウ
ル

便

(大
韓
航
空
)
め
2
路
線
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
訪
問
は
、
香
港
路

線
(
ド
ラ
ゴ
ン
航
空
)
の
定
期
便
開
設
実

現
の
た
め
、
県
が
企
画
し
た
、
長
崎
j
香

港
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
チ
ャ
タ
l
便
の
う
ち

1
便
を
「
大
村
市
民
の
翼
」
と
し
て
実
施

一

- 2-

売~L 寸 4
J 出身

す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

浜
田
収
入
役
を
団
長
に
、
顧
問
の
吉
川

議
長
、

一
般
か
ら
の
募
集
な
ど
白
人
が
訪

問
J
O=
 

日
l
i

ド
ラ
ゴ
ン
航
空
(
香
港
九
龍
)
で
は
、

次
長
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
パ
l
ク
氏
と
会
見
。

市
長
の
親
書
を
添
え
、
定
期
便
開
設
に
つ

い
て
要
望
し
ま
し
た
。

パ
ー
ク
氏
は
、
「
長
崎
と
の
定
期
航
空
路

の
開
設
を
強
く
望
ん
で
い
る
、
今
後
も

一

緒
に
な
っ
て
努
力
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。ま

た
一
行
は
、
今
年
大
村
が
天
正
遣
欧

少
年
使
節
帰
国
4
0
0
年
祭
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
マ
カ
オ
を
訪
問
。

マ
カ
オ
政
府
、
マ
カ
オ
文
化
学
会
、
観

光
局
、
教
育
局
な
ど
へ
、

4
0
0
年
祭
へ

の
協
力
を
依
頼
。「
で
き
る
だ
け
の
協
力
を

し
た
い
」
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。



「君原健二」選手と走ったモタ」「ロザ
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印
刷
の
部
に
出
場
し
、
余
裕
の

走
り
で
、
女
子
の
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー

ル
し
だ
「
ロ
ザ
・
モ
タ
選
手
」

，/ 

1
月
比
日
、
長
崎
自
動
車
道
大
村
↓

泉
彼
杵

イ
ン
タ
ー
問
で
行
わ
れ
た
「お
お
む
ら
ハ
イ
ウ
ェ

イ
ロ
!
ド
レ
!
ス
大
会
L

。
市
内
お
よ
び
県
内
外

か
ら
約
1
万
3
千
4
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

九
州
横
断
自
動
車
道

・
長
崎
自
動
車
道
大
村

|
武
雄
聞
の
開
通
(1
月
お
日
)
と
、今
年
天
正
遣

欧
少
年
使
節
帰
国
一
4
0

0
年
を
迎
え
る
の
を
記

念
し
て
の
大
会
で
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
ベ
ス
ト

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
招
待
選
手
と
し
て
、
大
村
と

歴
史
的
交
流
が
深
く
か
っ
、
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
マ
ラ
ソ
ン
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト

「
ロ
ザ
・
モ
タ

選
手

(
ポ
ル
ト
ガ
ル
)
」
と
、
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
「君
原
健
二
選
手
(新

し

。
し

場

、川

楽

出

央

に

中

ぺ

す

ン

尺

ら

で

わ

距

約

む

一一
マ
E
肩

の

フ

刊

と

ら

一
訪
者

が

ハ
マ
な

た

み

スポーツ、文化等を通じ、

大村とのより深い受流を願

っているという「ロザ・モ

タ選手」。握手やサイン責め

にも、笑顔で答えました。

日
鉄
)」が
、
日
同
と
ハ

l
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
健
脚
を
披
露
す
る
と
共
に、

参
加
者
と
の
楽
し
い
交
流
を
図
り
、
大
会
を
よ

り
一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

誰
で
も
参
加
で
き
る
思
い
出
コ

ー
ス

「
5
M

オ
ー
プ
ン
」

で
は
、
幼
児
と
お
手
々
つ
な
い
で

の
親
子
つ
れ
か
ら
、
車
い
す
の
人
、
初
代
の
お

年
寄
り
な
ど
、
約
9
3
0
0
人
が
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
。
走
る
人
、
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
人

な
ど
き
ま
ざ
ま
、
長
い
長

l
い
行
列
が
続
き
ま

す
。
こ
の
外、

3
M
、
5
1聞
の
部
も
あ
り
、

1

万

3
千
4
0
0
人
の
参
加
者
は
、
最
初
で
最
後

の
高
速
道
路
で
の
思
い
出
を
た
ん
の
う
し
ま
し

た
。

し品E守二l

fぶ\.)~レ I~ヤ

乳母車を引いての参加も目

出ちました。

仮
装
大
賞
を
・・・円一
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午前ア時

午後6時
二一人そうれ広ぐ

設棄しましょう二

.. 
聞圃局

長崎県知事選挙の投票日

こ
の
一
面
不

正
し
く
生
か
し
て
伸
び
る
自
治

投

111 粟

任
期
満
了
に
よ
る
長
崎
県
知
事
選
挙
、
ガ
¥

2
月
旬
日
に
投
票
、ガ
行
わ
れ
ま
す
。

今
後
4
年
間
¥
長
崎
県
政
を
ま
か
せ
る
大
切
な
選
挙
で
す

0
1
人

も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

※
投
票
日
に
は
¥
午
前
ア
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま

す
。

投
票
資
格
が
あ
る
人

住
所
要
件

平
成
元
年
刊
月
お
日
ま
で
に

大
村
市
に
転
入
の
届
け
出
を
し
、

1
月
お

日
現
在
住
ん
で
い
る
人

県
外
転
出
を
投
票
日
前
日
ま
で
さ
れ
る

人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

@
・
:
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、
総
選
挙
が

同
時
、
ま
た
は
翌
週
に
行
わ
れ
る
と
、
選

挙
人
名
簿
の
登
録
日
が
変
わ
る
た
め
に
、

住
所
要
件
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、

衆
議

ぺ
l

月
ぬ
日
告
示
さ
れ
¥

院
の
広
報
に
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
齢
要
件

昭
和
必
年
2
月
刊
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

選
挙
人
名
簿

選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
た
人
を
記
載
し

た
書
面
を
縦
覧
し
ま
す
。

期
間

1
月
却
日
開

i
m
日
附

時
間

午
前
8
時
加
分

i
午
後
5
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

不
在
者
投
票
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

貴重な一票を大切に

投
票
日
の
当
日
、

次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
所
に
行
っ
て
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
投
票
区
の
区
域
外
で
、
仕
事
な
ど
に
従

事
中
の
場
合

②
や
む
を
え
な
い
理
由
で
市
外
へ
行
か
れ

る
場
合

③
出
産
や
病
気
な
ど
に
よ
る
場
合

④
転
出
の
場
合

(県
内
の
他
の
市
町
村
へ

の
転
出
に
限
る
)

不
在
者
投
票
を
行
う
場
合
は
、
投
票
の

公
正
を
期
す
る
た
め
手
続
き
が
必
要
で
す

が
、
そ
れ
ほ
ど
面
倒
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

1
月
却
日
開

1
2月
口
日
出

※
日
曜

・
祝
日
も
で
き
ま
す
。

時

間

午

前

8
時
初
分
j
午
後
5
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

院，温....... 民，温... -ー官軍喧喧喧咽喧喧喧‘

体
の
不
自
由
な
人
は

郵
便
役
票
が
で
き
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

重
度
の

障
害
の
人
は
、
郵
便
で
投
票
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い

(有
効
期
間
4
年
)。

該
当
さ
れ
る
人
は
、
早
目
に
選
挙
管
理
委

員
会
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
に
よ
る
投
票
を
す
る
人
は
、

投
票
用
紙
お
よ
び
投
票
用
封
筒
の
請
求
書

に
、
郵
便
投
票
証
明
書
を
添
付
し
て
、

2
月

比
日
附
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会

へ
請
求

し
て
く
だ
き
い
。

4 

代
理
役
票
お
よ
び

点
字
授
票
も
で
き
ま
す

身
体
の
障
害
や
文
盲
な
ど
の
た
め
、
投
票

用
紙
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
代

理
投
票
(
投
票
事
務
従
事
者
が
本
人
に
代
っ

て
書
く
こ
と
)
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票

所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
視
力
に
障
害
が
あ
る
人
で
点
字

投
票
を
す
る
人
も
、
投
票
所
で
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

県
内
の
他
市
町
村
ヘ

転
出
さ
れ
る
人
の
投
票
は

大
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
、
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
さ

れ
る
人
は
、
次
の
方
法
で
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
日
に
大
村
市
の
投
票
所
で
投
票
す
る

場
合転

出
先
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る

「引

き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書

(
無

料
)
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

大
村
市
ま
た
は
転
出
先
の
市
町
村
の
ど

ち
ら
か
で
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
も
、
投
票
用
紙
な
ど

の
請
求
の
折
、
転
出
先
の
市
町
村
長
が
発

行
す
る

「引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書
」
が
必
要
で
す
。



県
内
の
他
市
町
村
か
ら

転
入
さ
れ
た
人
の
役
票
は

平
成
元
年
叩
月
お
日
以
降
、
県
内
の
他

市
町
村
か
ら
大
村
市
へ
転
入
の
届
出
を
さ

れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
次
の
方
法
で
投
票

が
で
き
ま
す
。

投
票
日
に
前
住
所
地
で
投
票
す
る
場
合

大
村
市
長
が
発
行
す
る

「引
き
続
き
住

所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
(
市
民
課
で
発

行
し
ま
す
。
無
料
)
が
必
要
で
す
。

不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

大
村
市
ま
た
は
前
住
所
地
の
ど
ち
ら
か

で
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
も
投
票
用
紙
な
ど
の

請
求
の
折
、
大
村
市
長
か
発
行
す
る

「引

き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
が

必
要
で
す
。

役
票
所
入
場
券

広報おおむら 平成 2年 2月号

投
票
所
入
場
券
は
、
郵
便
で
直
接
皆
き

ん
へ
お
届
け
し
ま
す
。

2
月
5
日
頃
発
送
し
ま
す
が
、
も
し
屈

か
な
い
人
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は

近
く
の
出
張
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

な
お
、
最
近
、
市
内
で
転
居
き
れ
た
人

は
、
選
挙
人
名
簿
の
移
し
か
え
が
で
き
な

い
人
も
あ
り
ま
す
。
入
場
券
に
記
載
さ
れ

て
い
る
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
入
場
券
を
よ
く
確
か
め
て
投

票
所
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

選挙公報

知事選挙の選挙公報は、

2月10日頃、町内会長を

通じて各世帯に配布し

ます。もし 、届かない世

帯がありましたら選挙管

理委員会または近 くの出

張所へご連絡ください。

一睡寸
明
る
い
選
挙
の
街
頭
啓
発
L

を
行
い
ま
す

日
時

2
月
日
目
白
、
午
後
2
時
よ
り

場
所

本
町
2
丁
目
商
居
街

市
民
体
育
館
で

即
日
開
票
目
時
初
分
;

投

票

所

の

場

所

投
票
入
場
券
に
あ
な
た
の
投
票
所
は
記
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①

今

村

公

民

館

今

村

町

②

三

浦

出

張

所

日

泊

町

③

鈴

田

出

張

所

大

里

町

④
上
久

原

公

民

館

久

原

2
丁
目

⑤

市

民

体

育

館

久

原

1
丁
目

⑥

市

立

大

村

幼

稚

園

玖

島

1

丁

目

⑦

市

立

図

書

館

東

本

町

⑧

椎

池

公

民

館

東

大

村

2
丁
目

⑨

大

佐

古

公

民

館

三

城

町

⑬

社

会

福

祉

セ

ン

タ

ー

西

三

城

町

⑪
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
別
館
協
和
町

汐あ
な
た
が
ひ
ろ
げ
る

き
れ
い
な
選
挙
4

⑫
古
町
公
民
館

⑬
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

⑬
池
田
新
町
公
民
館

⑬
諏
訪
公
民
館

⑬
西
大
村
本
町
公
民
館

⑫
植
松
公
民
館

⑬
竹
松
ア
パ
ー
ト
集
会
所

⑬
大
村
子
供
の
家

⑫
竹
松
出
張
所

⑫
宮
小
路
公
民
館

⑫
菅
漏
出
張
所

③
消
防
回
目
分
団
分
団
所

⑫
福
重
出
張
所

⑧
松
原
出
張
所

⑮
南
野
岳
集
落
セ
ン
タ
ー

古
町
1
丁
目

松
並
1
丁
目

池
田
新
町

諏
訪
2
丁
目

西
大
村
本
町

植
松
3
丁
目

小
路
口
町

原
口
町

大
川
田
町

宮
小
路
2
丁
目

田
下
町

黒
木
町

皆
同
町

松
原
本
町

野
岳
町

選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

選

挙

管

理

委

員

会

事

務

局

へ
(
岱
(⑪

4
ペ
1

7

4
1
〉

。
選
挙
活
動
で
の
寄
付
行
為
の
禁
止
・罰
則
規
程
が

改
正
さ
れ
強
化
さ
れ
ま
し
た

施
行
日
平
成
2
年
2
月
1
日
か
ら

有
権
者
は
お
た
が
い
注
意
し
ま
し
ょ
う

あ
ら
ま
し
は
、
概
ね
次
の
と
お
り
で
す
。

1
、
政
治
家
(
候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ

う
と
す
る
者
及
び
現
に
公
職
に
あ
る
者
)

は
、
寄
付
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し

て
寄
付
を
す
る
こ
と
(
政
党
や
親
族
に
対

す
る
も
の
及
び
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る

必
要
や
む
を
得
な
い
実
費
の
補
償
は
除
か

れ
ま
す
)
は
、
い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て

す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

次
の
も
の
を
除
き
す
べ
て
罰
則
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結
婚
披

露
宴
に
お
け
る
祝
儀

②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
葬
式
や

通
夜
に
お
け
る
香
典

(
①
や
②
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
に
関
し
て

な
き
れ
た
場
合
や
通
常

一
般
の
社
交
の
程

度
を
超
え
て
い
る
場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
)

な
お
、
政
治
家
以
外
の
者
が
、
政
治
家

名
義
の
寄
付
を
す
る
こ
と
も
罰
則
を
も
っ

て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

※
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
費
の
補
償

の
う
ち
、
食
事
や
食
事
料
の
提
供
は
禁

止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

2
、
有
権
者
が
、
威
迫
し
で
あ
る
い
は
政

治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄
付
を
求
め
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す

政
治
家
に
対
し
、
寄
付
を
出
す
よ
う
に

勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
政
治
家
を
威
迫
し
で
あ
る
い
は
政

治
家
の
当
選
ま
た
は
被
選
挙
権
を
失
わ
せ

る
目
的
で
寄
付
の
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す
。

3
、
政
治
家
は
、
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ

状
を
出
す
ニ
と
が
禁
じ
ら
れ
ま
す

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を

除
き
、
年
賀
状
、
暑
中
見
舞
状
な
ど
の
時

候
の
あ
い
さ
つ
状
(
電
報
な
ど
も
含
ま
れ

ま
す
)
を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

4
、
政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料
の
あ
い

さ
つ
広
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す

政
治
家
や
後
援
団
体
(
い
わ
ゆ
る
後
援

会
)
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
す
る

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
し
て
、
新
聞
、
雑
誌
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
り
、
有
料
の

広
告
(
い
わ
ゆ
る
名
刺
広
告
な
ど
)
を
出

す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し
、

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
の
広
告
を

求
め
る
こ
と
も
禁
示
さ
れ
て
お
り
、
威
迫

し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

5
、

'後
援
会
が
、

花
輪
、
香
典
、
祝
儀
な

ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す。

後
援
団
体
(
い
わ
ゆ
る
後
援
会
)
が
、

花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
も
の
を
出
し
た
り
、
後
援
団

体
の
設
立
目
的
に
よ
り
行
、
つ
行
事
や
事
業

に
関
す
る
寄
付
以
外
の
寄
付
を
す
る
と
、

そ
の
時
期
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
処
罰
さ

れ
ま
す
。

1
、
2
、

4
及
び

5
に
よ

っ
て
処
罰
さ
れ

ま
す
と
公
民
権
停
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

大

村

市

選

挙

管

理

委

員

会

大
村
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

5-



A ロザ・モタ選手は子どもが大好き/

O{3 .子供の家ほか〉

「口ザ ・モタ選手」はす月13日¥ハイウェ
イロードレース大会を前に¥「子どもの家」と
「光と緑の園向陽寮」を訪問。ポルトガルか
ら持ってきだキャンテ、 をプレゼントしまし
疋。
子供の家では 、花束贈呈や遊戯・手作リの

工プロンのプレゼントなどで歓迎。子ども好
きのロザ ・モタさん、とても楽しそうでした。

企↑026人が大人の仲間入り (比・市民会館〉

今回大人の仲間入りをする¥1026人(男539¥女487)

の成人式ガオ 月15日、市民会館で行われましだ。

マラソンの女王「ロザ・モタ選手(ホ。jレトガル)-.-1も

出席。体験談を交じえながら、新成人を激励しました。
新成人を代表し¥三岳和裕さん(久原T丁目〉と中

尾陽子さん(同〉が「自分を男つめ直し¥責任ある考

え¥行動をしていきだい」と¥決意を新たにしましだ。

4友情の汗でスタート

( 1カ・市営サッ力一場ほか)

大村・諌早・島原の代表9チームが参加しての 「三

地区親善少年サッ力一大会」 が1月7目、市営サッ力
一場を中心に行われました。

選手たちは、広いグランドを所狭しと駆け回り、新

春を友情の汗でスタートしました。

- 6 -



国民年金

一マンの奥さん
Q&A 

二届け出はすみやかに二

サラリ
夫
、
が
独
立
し
た
ら

Q
、
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
(
第
3
号

被
保
険
者
)
で
す
。
来
月
、
夫
が
厚
生
年

金
保
険
の
あ
る
会
社
を
や
め
て
、
自
営
業

を
営
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
以
前
に
第
3
号
被
保
険
者
の
届
け

出
を
す
ん
で
い
ま
す
。
夫
が
会
社
を
や
め

る
と
き
、
な
に
か
届
け
出
が
必
要
で
す
か
、

ま
た
届
け
出
を
し
な
い
と
困
る
こ
と
が
あ

る
の
で
す
か
。

広報おおむら平成 2年 2月号

A
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

ご
主
人
が
会
社
を
や
め
ま
す
と
、
ご
主

人
は
、
第
2
号
被
保
険
者
か
ら
第
1
号
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、

あ
な
た
も
第
1
号
被
保
険
者
と
な
り
、
国

民
年
金
保
険
料
も
ご
自
分
で
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
、
老
齢

基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
収
、
か
川
万
円
を
越
え
た
ら

Q
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
す
が
、
2
か

月
前
か
ら
近
所
の
会
社
で
パ
l
ト
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。

年
収
は
叩
万
円
で
す
。
私
の
国
民
年
金

の
保
険
料
の
納
付
は
ど
、
つ
な
り
ま
す
か
?

新年金の支払いは

厚生年金 2月1日
です

国民年金 2月15日

。厚生年金のうち、郵便局の現金払いは 2月13日

となります 0

@2月支払いには、昨年 4月以降の改定差額が

含まれます。

A 

個
人
で
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
場
合
は
、
国
民
年
金
に
強
制

加
入
で
、
第
3
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す

の
で
、
保
険
料
は
、
ご
主
人
の
加
入
し
て

い
る
年
金
制
度
か
ら
必
要
な
額
が
ま
と
め

て
支
払
わ
れ
て
お
り
、
個
人
で
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
あ
な
た
の
年
収
が
川
万
円
を

超
え
ご
主
人
の
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な

る
場
合
は
、
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険

今回の年金額の引き上げは、平成元年 4月に

さかのほ、って実施されることになりました。

従って、厚生年金 ・国民年金とも既にそれぞ

れ平成元年11月、 12月に前月までの月分の年金

額が支払われて いますので、平成 2年 2月の支

払いていは、前回の支払い以降の月分の新年金の

額と 4月から既に支払い済みの月分までの差額

とが合せて支払われることとなります。

なお、受給者のそれぞれによって違いはあり

ますが、 2月に支給される老齢年金額の内訳を

仔Ij示すると おおよそ次のようになります。

者
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
課
窓
口
で
種

別
変
更
(
第
3
号

r↓
第
1
号
被
保
険
者
)

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合

は
、
保
険
料
は
自
分
で
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か

就
学
援
助
費
制
度

こ
の
制
度
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
困
難
な
義
務
教
育
の
児
童
及
び
生
徒
に

対
し
、
そ
の
事
情
が
よ
く
な
る
ま
で
の
問
、

就
学
に
必
要
な
学
用
品
や
給
食
費
な
ど
を

援
助
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
に
は
認
定
の
基
準
が
あ
り
、

関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て
認
定
し
ま
す
が
、

援
助
を
希
望
き
れ
る
人
は
、
各
地
区
民
生
委

員
、
各
学
校
ま
た
は
、
教
育
委
員
会
庶
務

課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

例:厚生年金 (1日法〉で月額約135，000円受給

している人の場合

・新年金額 〈月額〉 ・・・・・・約140，000円

・差 額(月額〉・・・・ー・・-約5，000円

.2月に支払われる額=約455，000円

〈新年金3か月分+差額アガ月分〉

例:国民年金 (1日法〉で月額約30，000円受給し

ている人の場合

・新年金額 (月額〉 ・・・・・・約31，000円

-差 額〈月額〉・一一・約1，000円

.2月に支払われる額二約70，000円

〈新年金2か月分+差額8か月分〉
※夫婦 2人で受給されている場合は 、こ の

21音の額となります。

医
療
設
備
の

充
実
巴
役
立
て
て

町城三東んさ徳武田辻

辻
田
武
徳
さ
ん

(東
三
城
町
)
は
、
市
立

病
院
の
医
療
設
備
な
ど
の
充
実
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
こ
の
ほ
ど
(
故
)
妻
恭

子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、

1
0
0
万

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

j南

税
の

確
定
申
告

。
個
人
事
業
者
の
方
々
の
平
成
元
年
分
の

消
費
税
の
確
定
申
告
は
、

4
月
2
日
間
ま

で
で
す
。

「消
費
税
確
定
申
告
書
」
に
は
、
簡
易

課
税
用
と
一
般
用
の

2
種
類
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
事
業
者

昭
和
臼
年
中
の
課
税
売
上
高
が
、
3
千

万
円
未
満
で
、

「課
税
事
業
者
」
を
選
択
し

て
い
な
い
事
業
者
は
、
納
税
義
務
が
あ
り

ま
せ
ん
が
ドそ
の
外
の
事
業
者
の
方
は
、
消

費
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫

1
3

7
0
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

- 7-



家庭とこどもの

児童手当

しあわせのために

国
、
県
、
市
と
事
業
主
が
費
用
を
持
ち

あ
い
、
児
童
の
健
全
育
成
と
資
質
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

義
務
教
育

就
学
前
の
児
童
を
含
む
、
日
歳
未
満
の
児

童
を
2
人
以
上
養
育
し
て
い
る
人
で
、
収

入
が
一
定
の
額
未
満
の
場
合

※
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
と
は
、
満
6

歳
に
達
し
た
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の

3

月
白
日
以
前
の
児
童
を
い
い
、
具
体
的
に

は
平
成
元
年
度
は
、
昭
和
問
年
4
月
2
日

以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
を
い
い
ま
す
。

兜
童
手
当
の
額

2
番
目
の
児
童
に
は
月

額
2
5
0
0
円、

3
番
目
以
降
の
児
童
に

は
1
人
に
つ
き
月
額
5
0
0
0
円
が
義
務

教
育
就
学
前
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給

月
は
2
月

・
6
月

・
叩
月
で
、
前
月
ま
で

の
手
当
が
支
給
き
れ
ま
す
。

特
例
給
付

所
得
が
多
い
た
め
、
児
童
手

当
を
受
け
ら
れ
な
い
被
用
者
(
厚
生
年
金

等
に
加
入
し
て
い
る
人
)
に
つ
い
て
も
、

平
成
3
年
5
月
ま
で
の
問
、
事
業
主
の
負

担
に
よ
り
手
当
(
特
例
給
付
)
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
特
例
給
付
の
場
合
も

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

特
例
給
付
の
額
は
、
児
童
手
当
の
場
合

と
同
じ
で
す
。

。
児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
の

手
続
き

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
認
定
請
求
書

児
童
手
当

(特
例
給
付
)
の
支
給
を
、は

じ
め
て
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
や
、
す
で

に
受
け
て
い
る
人
が
、
外
の
市
区
町
村
に

住
所
が
か
わ
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
は
、
認
定
請
求
の
翌
月
分
か
ら
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
請
求
を
し
な
い

と
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
受
け
ら
れ
る

月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
公
務
員
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
勤
務
先
に
請
求
し
て
く
だ
き
い
。

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
現
況
届

受
給
者
の
前
年
の
所
得
の
状
況
と
、
6

月
1
日
現
在
の
養
育
の
状
況
を
毎
年
確
認

不
平
等
撤
廃
へ
法
例
改
正

国
際
化
の
進
展
に
伴
い
¥
最
近
は
国
際
結
婚
が
増
え
て
い
ま
す。

と
こ
ろ
、ガ、

こ
れ
ま
で
は
国
籍
や
性
別
の
違
い
に
よ
っ
て
¥
例
え
ば

離
婚
の
と
き
な
ど
¥
男
性
側
の
園
の
法
律
、だ
け
が
適
用
さ
れ
¥
女
性

側
の
法
律
は
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
¥
法
律
の
適

用
よ
で
も
男
女
平
等
に
扱
う
こ
と
に
し
よ
う
と
¥
法
例
の

一
部
、
ガ
改

正
さ
れ
ま
し
だ
。
ど
ん
な
点
、ガ
変
わ
つ
だ
の
か
¥
そ
の
あ
ら
ま
し
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

協
議
離
婚
が
可
能
に

国
境
を
越
え
て
め
で
た
く
ゴ
ー
ル
イ
ン

し
た
も
の
の
、夫
婦
仲
が
う
ま
く
い
か
ず
、

結
局
は
離
婚
と
い
う
こ
と
も
な
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
A
円

離
婚
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で

「
夫
」
の
本
国
法
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
日
本
人
女
性
と
外
国
人
男
性

の
カ
ッ
プ
ル
の
場
合
、
外
国
人
男
性
の
本

国
法
に
よ
っ
て
は
離
婚
で
き
な
い
ケ

l
ス

も
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

こ
ん
な
場
合
も
、
日
本
人
女
性
が
日
本

に
住
所
が
あ
れ
ば
、
今
回
の
法
例
改
正
で

日
本
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

話
し
合
い
に
よ
る
協
議
離
婚
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
た
め
の
届
け
で
す
。

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
外
の
届
け

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

す
ぐ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

①
受
給
者
、
児
童
が
、
外
の
市
区
町
村
に

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
②
出
生
や
死
亡
な

ど
に
よ
り
、
児
童
数
が
変
わ
っ
た
と
き

③
児
童
が
児
歳
に
な
っ
た
と
き
④
特
例
給

付
の
受
給
者
が
会
社
を
退
職
し
た
と
き

⑤
受
給
者
が
公
務
員
と
な
っ
た
と
き
⑥
そ

の
外
、
氏
や
養
育
者
の
変
更
な
ど
、
受
給

者
、
児
童
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

※
児
童
手
当
に
関
す
る
お
尋
ね
は
、

課
記
録
係
へ

6
月
中
に
必
ず

市
民

親
権
者
も
平
等
に

き
て
、
離
婚
し
た
は
い
い
が
、
子
供
を

ど
ち
ら
が
養
育
す
る
か
、
つ
ま
り
親
権
者

に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
は
原
則
と
し
て

「父
」
の
本

国
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

父
が
外
国
人
で
母
が
日
本
人
の
場
合
、
外

国
法
に
よ
っ
て
は
、
日
本
人
の
母
が
親
権

者
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
改
正
に
よ
っ
て
、
「
子
の
本
国

緑
の
羽
根

緑
と
水
の

森
林
基
金
に
ご
協
力
を
/

8 

れ
世
紀
へ
向
け
て
の
国
民
総
参
加
に
よ

る
、
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市

で
も
2
月
か
ら
3
月
の
緑
化
期
間
中
に
、

緑
の
羽
根

・
森
林
基
金
の
募
金
を
お
願
い

し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
地
域
の
森
と

緑
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
(
農
林
水
産
課
)

法
」
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
日
本

人
の
子
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
法
律
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
親
権
者
は
話
し
合
い
で
決

め
る
か
、
裁
判
で
争
う
こ
と
も
で
き
、
日

本
人
の
母
親
が
子
を
手
元
に
お
い
て
、
育

て
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

昭
和
白
年
の
日
本
人
と
外
国
人
の
国
際

結
婚
は
約
1
万

5
千
組
に
上
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
日
本
人
女
性
の
場
合
は
約
4
4
0

0
組
。
今
回
の
改
正
は、

日
本
国
籍
を
有

す
る
子
供
を
持
つ
日
本
人
の
母
親
に
と
っ

て
、
朗
報
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

養
子
縁
組
は
よ
り
簡
単
に

こ
の
ほ
か
、
国
際
養
子
縁
組
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
は
養
親
、
養
子
の
本
国
法

が
複
雑
に
か
ら
み
、
養
子
縁
組
の
成
立
を

難
し
く
し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
に
よ
り

養
親
の
本
国
法
に
1
本
化
き
れ
、
分
り
や

す
く
、
ま
た
、
簡
単
に
な
り
ま
し
た
。



プ
ラ
イ
バ
シ
;
を
守
る
た
め
に

「電
子
計
算
組
織
の
運
営
に
係
る

個
人
情
報
保
護
条
例
」
、
か
制
定
さ
れ
ま
し
た
/

μ、幸Hおおむら平成 2年 2月号

今
、
私
た
ち
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
情
報
の
果
た
す
役
割
が
高
ま
っ
て
い

ま

す
が
、
わ
け
で
も
個
人
情
報
、
つ
ま
り
皆

き
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
に
か
か
わ
る
情
報
は
、

と
く
に
市
政
を
推
進
し
て
い
く
う
え
に
お

い
て
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
大
村
市
で
は
行
政
事
務
処
理
の

た
め
電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
方
法
は
、
い
ち
ど
に
大
量
の
事
務
量

を
す
ば
や
く
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
事
務
の
効
率
化
に
大
変
役
立
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
、
大
量
の

デ
ー
タ
が
目
に
見
え
な
い
状
態
で
す
ば
や

く
処
理
さ
れ
る
た
め
、
い

っ
た
ん
不
適
切

な
利
用
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
手
作
業
に

各課の情報を統括する電子計算機室

よ
る
処
理
に
比
べ
て
よ
り
す
ば
や
く
、
よ

り
広
い
範
囲
に
わ
た
っ

て
そ
の
影
響
が
あ

ら
わ
れ
る
と
い
う
、
電
算
処
理
特
有
の
問

題
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

つ
い

て
は
、
そ
の
処
理
を
適
正
に
行
い
、
皆
さ
ん

の
人
格
的
利
益
す
な
わ
ち
プ
ラ
イ
バ

シ
ー

の
権
利
を
保
護
し
、
あ
わ
せ
て
市
政

へ
の

信
頼
を
確
保
す
る
た
め
に
、
個
人
情
報
の

保
護
を
目
的
と
し
た

「大
村
市
電
子
計
算

組
織
の
運
営
に
係
る
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
L

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
内
容
に
つ
い
て

条
例
は
全
文
児
条
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
が
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
基
本
五
原
則
」

に
の
っ
と
っ
て
関
係
す
る
条
文
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
以
下
こ
の
五
原
則
に
し
た
が

っ
て
説
明
し
ま
す
。

①
収
集
制
限
の
原
則

個
人
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
場
合
は
、

目

的
を
明
ら
か
に
し
て
、

内
容
も
そ
れ
に
必

要
な
範
囲
に
限
定
し
、
ま
た
、
収
集
す
る

場
合
は
、
適
法
か
つ
公
正
な
手
段
で
収
集

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
で
す
。

②
利
用
制
限
の
原
則

個
人
テ
l
タ
の
利
用
は
、
原
則
と
し
て

デ
ー
タ
収
集
の
目
的
の
範
囲
内
に
限
定
す

る
と
い
う
原
則
で
す
。

③
適
正
管
理
の
原
則

収
集
し
、
た
く
わ
え
た
個
人
デ
ー
タ
は
、

正
確
で
常
に
最
も
新
し
い
デ
ー
タ
と
し
て

管
理
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
紛
失
し
た

り
、
破
壊
き
れ
た
り
、
書
き
換
え
ら
れ
た

り
、
不
当
な
目
的
に
使
わ
れ
た
り
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
安
全
に
管
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
で
す
。

④
個
人
参
加
の
原
則

皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
自
分
に
関

す
る
デ
ー
タ
の
存
在
及
び
内
容
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
必
要
な
場
合
に
は
、そ
の
デ
ー

タ
を
訂
正
き
せ
、
あ
る
い
は
不
必
要
な
デ
ー

タ
は
、消
す
こ
と
存
主
哩
水
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
王
段
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
原
則
で
す
。

⑤
責
任
明
確
化
の
原
則

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
し
て
、
デ
ー

タ
の
管
理
者
、
事
務
従
事
者
な
ど
が
負
う

べ
き
責
任
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
原
則
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
こ
の
条
例
を
運
用
し
て

い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
、

個
人
情
報
保
護
審
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

規
定
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
審
議
会
は
、

市

民
団
体
の
代
表
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
か

ら
な
る
8
人
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

電
子
計
算
機
に
係
る
事
務
処
理
に
関
す
る

重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
や
審
議
を

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
個
人
に
関
す
る
情
報

の
重
要
性
は
、
今
後
益
々
増
大
し
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
い
え
ば
、
今

ま
で
は
や
や
も
す
る
と
、
「
ひ
と
り
に
し
て

お
い
て
も
ら
う
権
利
」
と
か
、
「私
生
活
が
、

他
人
に
よ
っ
て
の
ぞ
き
見
き
れ
な
い
権
利
し

と
い
う
、
消
極
的
な
意
味
に
と
ら
れ
て
い

個人情報はこのように利用されています

F

。

勺
「福祉:衛生関孫寸
・老人医療受給資絡の確認

・叡老会通知書の作成

・兜童手当受給資格の確認

.各種予防接種通知書の作成

・健康~断受~通知書の作成

ロ

! 住民情報システム

.住民登録事務

.住民異動事務

.印鑑登録事務

・住民票の発行
・印鑑登録証明書の発行

| 教育関係 I/'"¥ 
・就学通知書の作成 4九~I
.就学児童名簿の作成

・学齢簿の作成
・成人式案内状の作成

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

「自
己
に
関
す

る
情
報
を
、
自
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
権
利
L

と
し
て
、
積
極
的
な

意
味
で
と
ら
え
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。し

た
が
っ
て
、
こ
の
条
例
で
保
障
さ
れ

た
、
自
分
自
身
に
関
す
る
情
報
の
開
示
請

求

・
訂
正
ま
た
は
削
除
の
請
求
な
ど
の
権

利
を
十
分
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

市
と
し
ま
し
で
も
、
こ
の
条
例
の
制
定

を
機
会
に
、
今
ま
で
に
も
増
し
て
、
一
層

個
人
情
報
の
重
要
性
を
深
く
自
覚
し
、
適

正
に
事
務
を
処
理
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
ま
で
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

。
|国民健康保険 1

・E保税通知書の作成

・複保段者証の発行
-'l. 
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永
年
勤
続
団
員
な
ど
を
表
彰

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が、

日
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、

永
年
勤
続
団
員
や
退
団
者
、

一
般
協
力
者
な
ど
の
表
彰
な
ど
が
競
艇
場

駐
車
場
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
西
三
城
町

通
り
で
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
な
ど
の
声
援

を
受
け
、
大
村
市
消
防
団
(
日
分
団
)
、
大
村

消
防
署
、
自
衛
消
防
隊
そ
れ
に
消
防
車
も

加
わ
っ
た
、
総
勢
約
7
3
0
人
に
よ
る
分

列
行
進
が
、
最
後
は
、
大
上
戸
川
で
一
斉

に
放
水
演
習
が
行
わ
れ
、
防
火
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
次

1
月
8

の
皆
き
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

県
知
事
表
彰

(
永
年
勤
続
功
労
章
)

市
長
表
彰

(
お
年
勤
続
章
)

高
尾
稔
、
福
田
常
明
、
楼
田
紀
雄、

山
口

隆
一
郎
、
保
原
茂
、
森
勝
美
、
松
内
正
人
、

中
尾
繁
利

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
初
年
精
続
章
)

市
長
表
彰

(
初
年
勤
続
章
)

福
田
勇
雄

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
特
別
有
功
章
)

朝
長
邦
彦
、
岩
永
昭
憲
、
樋
口
賢
造
、

田

崎
亘
宏
、

藤
崎
弘
昭
、
指
方
義
信
、
古
瀬

博
樹
、
石
本
和
幸
、
吉
田
永
義
昭
、
中
山
勝

大村市消防面、消防署など総勢730人に
よる分列行進 (1/8.西三域町通り)

則
、
福
田
常
明
、
田
添
利
弘
、

福
田
健
治
、

井
手
利
春
、
喜
野
元
明

(
有
功
章
)

光
山
勝
、
西
岡
喜
代
美
、
今
里
裕
文、

坂

本
義
孝
、
森
永
悟
、
池
田
政
明
、
池
田
辰

則
、
井
手
末
広
、

久
保
一

誠
、
相
田
正
嵩
、

高
月
博、

鹿
山
雅
勝
、
桑
原
義
春
、
松
尾

末
男
、
楼
田
繁
信
、
中
尾
強
、
井
上
義
見
、

開
田
熊
男
、
西
川
正
人
、
政
木
峰
幸
、
井

石
伸
彦
、
富
永
登
、
岩
永
正
明、

堀
江
茂

義
(初
年
精
続
章
)

高
橋

一
幸
、
岩
永
昭
憲
、
田
崎
亘
宏
、
松

尾
二
郎
、

中
山
勝
征
、
政
木
峰
幸
、
井
石

伸
彦
、

富
永
登
、
岩
永
正
明
、
堀
江
茂
義

(優
良
団
員
)

田
添
敏
治
、
竹
末
学、

渡
浩
重
徳、

渡
違

和
久
、
松
尾
修
三
、
オ
木
明
、
一
瀬
義
弘

市
長
表
彰

(何
年
勤
続
章
)

田
中
賓

(日
年
勤
続
章
)

今
里
裕
文
、
池
田
政
明、

池
田
辰
則
、
相

田
正
嵩
、
高
月
博
、
桑
原
義
春
、
井
手
朗
、

池
田
重
利
、
一

瀬
晃
、
高
木
盛
之
、
北
村

忍、

堺
吉
嗣
、
松
尾
修
三
、
金
子
好
慶
、

井
上
秀
明

二

般
協
力
者
に
対
す
る
感
謝
状
)

第
日
分
団
元
後
援
会

長

浦

田

異
人

第
比
分
団
元
後
援
会
長

田
崎

美

(無
火
災
分
団
)

第
日
分
団
、
第
日
分
団

消
防
団
長
表
彰

(優
良
分
団
)
第
日
分
団

(優
良
団
員
)

古
賀
利
雄
、
田
添
敏
治
、
竹
末
学
、
渡
遁

重
徳
、
渡
蓬
和
久
、
松
尾
修
三
、
才
木
明
、

一
瀬
義
弘

(退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
)

川
村
勝
信
、
福
井
昭
俊、

岩
永
正
敏
、
戸

塚
芳
春
、

川
瀬
和
良
、
津
田
雅
敏
、

大
石

義
則
、
中
村
靖
人
、
川
田
佐
俊、

吉
川
豊
、

松
永
義
男
、
下
井
誠
、
土
谷
澄
人
、
一
瀬

勝
彦
、
西
村
和
彦
、
林
田
重
敏
、
渡
濯
耕

作
、
前
田
勝
吉
、

柳
正
弘、

原
田
英
昭
、

中
村
文
雄
、
辻
福
書
、
朝
長
英
、
森
山
義

隆
、
片
岡
茂
之、

山
田
光
幸
、
堺
日
出
男
、

愛
合
久
幸
、
梅
原
忠
弘
、
田
川
伸
也
、
仁

田
茂
俊

10-

大村市消防団(15分団)による一斉放水
演習(大上戸J11) 

)長崎旅博まであと 180日 ; 

@r旅博コーナー」をご利用ください ; 

j場所 市役所玄関口ビ

i 期間 1 月29日目)~2月 3 日(お : 

j 内容 ①60インチフ。口ゼウションテレビによ j 
j る旅1専プロモーションビデオの放映 ; 

! ②パネル等の展示 ! 
;。旅博開催記念「西日本自治宝くじ j 
j 図柄デザイン」ぼしゅう : 
j賞金 最優秀賞 .50万円、優秀賞・ 10万円 (3点〉、 j 
j 佳作 5万円 (5点〉

! 締め切り 2月28日(水)(当日消印育効)

! ※応募規定など詳しいことは、制長崎旅博覧会協会 : 

: 広報課宝くじデザイン募集係 (干850畏崎市桜町4~

1ft長崎⑫2386)へお尋ねください。 j 

~._-・4ト----・4・ー ----------_._-------------_._-----..+



広報おおむら平成 2年 2月号

確
定
申
告
は
お
早
め
に
ノ
.

。
所
得
税
の
申
告

2
月
間
日
働

1
3月
日
日
倒

。
贈
与
税
の
申
告

2
月
1
国
側
1
3月
日
日
嗣

(第
2
、
第
4
土
曜
日
は
休
み
で
す
)

例
年
3
月
刊
日
を
過
ぎ
る
と
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
申
告
は
早
め
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。
(納
期
限
は
、
申
告
期
限
と
同

じ
3
月
日
日
で
す
。)

※
市
役
所
で
も
、

2
月
刊
日
⑥

1
3
月
日

日
同
ま
で
、
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

(土

・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
)

平
成
元
年
分
の
確
定
申
告
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。

国民年金の保険料は

所得から控除されます

還
付
申
請

確
定
申
告
を
行
う
必
要
の

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
で
も
、
医
療
費

支払った国民年金の保険料は確定申告の際、社会保険

料として控除の対象となります。生命保険や火災保険の

保険料は、一定の額まで控除の対象とさ れてい ますが、

国民年金の保険料は平成元年 1月から12月までの間に納

められた金額 (下表参照)が控除の対象となります。こ

のように 、国民年金の保険料は所得から控除されますの

で、その分税金が安くな り実質保険料も低 くなってきま

す。

7，700円x3か月=23，100円
8，000円x9か月=72，000円

合計

※付加保険料を納めている人は 、上記の

額に4，800円(400円X12か月)を加算し

てください。

。マ年間の保険料の額

元/ オ ~ 3 月まで

元/ 4~12月まで

95，100円

控
除
、
住
宅
取
得
特
別
控
除
な
ど
を
受
け

る
場
合
は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

還
付
申
告
相
談
は
還
付
申
告
会
場
で

期
間

2
月
刊
日
幽
1
3
月
日
日
附
(
第

2
、
第
4
土
曜
日
は
休
み
で
す
)

時
間

午
前
8
時
却
分
1
午
後
5
時

(土

曜
日
は
ロ
時
加
分
)
ま
で

場
所

諌
早
税
務
署
横
(
元
、
諌
早
簡
易

裁
判
所
建
物
)

納
税
は
口
座
振
替
で

所
得
税
、
消
費
税

の
納
税
に
は
、
手
数
が
か
か
ら
ず
便
利
な

「
振
替
納
税
」
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
手
続
き
は
税
務
署
、
金
融
機
関
で
簡

単
に
で
き
ま
す
。

※
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

諌
早
税
務
署
(
包
⑫
1
3
7
0
)

へ
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

IIt"白1・.."・""・E・...，...，.".....，................，...・1ι，"・""，，，''，・"."..・."，1ιH・，..，"""""，''，，，，，，，''，，・"1'''1."..''''.，，.・・1・1""""'0，.""・'，，，，白""""""1""，."・h、0・・"'，

ス
ト
マ
用
装
具
ガ

医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す

平
成
元
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
ス

ト
マ
ケ
ア
に
係
る
治
療
を
受
け
て
い
る
人

の
使
用
し
て
い
る
ス
ト
7

用
装
具
の
費
用

に
つ
い
て
、
医
師
が
証
明
書
を
発
行
し
た

場
合
に
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
医
師
に
証
明
し
て
も
ら
う

「
ス

ト
マ
用
装
具
使
用
証
明
書
」
は
、
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
ま
た
は
税
務
署
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

今
年
も
家
族
そ
ろ

っ
て

宙
局
寝
泊
旬
自
国
録
取

毎
年
、
多
数
の
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲

者
が
で
て
い
ま
す
が
、
数
字
に
表
わ
れ
な

い
事
故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
自
転

車
に
よ
る
白
損
事
故
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
が

そ
の
例
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
事
故
は

皆
さ
ん
の
回
り
で
、
日
常
的
に
起
き
て

い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
の
保
険
金
請
求
の

内
容
を
見
ま
す
と
、
前
記
の
よ
う
な
小
さ

な
事
故
も
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
た
い
へ
ん

身
近
な
交
通
事
故
傷
害
保
険
と
言
、
え
ま
す
。

掛
金
も
安
く
、
加
入
や
保
険
金
請
求
の

手
続
き
も
簡
単
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
き

ん
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ご
家
族
、

職
場
ぐ
る
み
で
ど
う
ぞ
。

加
入
で
き
る
人

市
内
に
住
所
の
あ
る
人

は
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、

市
外
の
人
で
も
大
村
市
内
に
通
勤

・
通
学

し
て
い
る
人
は
加
入
で
き
ま
す
。

掛
金

1
口
年
額
3
6
0
円
で
1
人
2
口

ま
で
加
入
で
き
ま
す
。
年
度
の
途
中
で
加

入
す
る
人
は
月
割
印
円
で
す
。

申
し
込
み

平
成
2
年
度
分
を
3
月
1
日

よ
り
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、

1
年
中
い
つ

で
も
加
入
で
き
ま
す
の
で
、
団
体
加
入
や

年
度
初
め
に
加
入
で
き
な
か

っ
た
人
も
、

い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

保
険
期
間

3
月
1
日
か
ら
4
月
1
日
ま

で
に
申
し
込
ま
れ
た
人
は
、

4
月
1
日
か

ら
翌
年
3
月
白
日
ま
で
。
4
月
2
日
以
降

申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
は
、
申
し
込
み
の

日
か
ら
3
月
白
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

申
込
用
紙
を
、
町
内
会
を
通

じ
て
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。
町
内
で

取
り
ま
と
め
ら
れ
る
場
合
は
町
内
会
に
、

個
人
で
の
申
し
込
み
は
、
総
務
課
ま
た
は

各
出
張
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
き
い
。

保
険
金
の
額

け
が
の
程
度
に
よ
り
l
口

に
つ
き
5
千
円
か
ら
1
0
0
万
円
ま
で
支

払
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
医
師
の
治
療
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

保
険
金
の
対
象
と
な
る
事
故

道
路
上
に

お
い
て
、
自
動
車
・
バ
イ
ク

・
自
転
車

・

車
椅
子
な
ど
の
運
行
に
よ
る
事
故
で
あ
れ

ば
、
日
本
国
内
の
ど
こ
で
起
き
た
事
故
で

も
保
険
金
の
請
求
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

航
空
機

・
船
舶
な
ど
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
ト

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
交
通
防
犯
係
へ
お

一

尋
ね
く
だ
さ
い
。



シリーズ

ー

， 、

永
岡
敦
子
さ
ん

(
日
歳
・
古
町
1
丁
目
)
パ
!
ト

内容

①いま活動しているクラブ

-サークjレ名

②入会した動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

針
本
ク
ニ
子
さ
ん

(
位
歳
・
松
並
1
丁
目
)
主
婦

い
り
ち
ょ
し
家
族

①
ク
ラ
ブ
は
な
く
、
個
人
活
動

②
以
前
幼
稚
園
や
保
育
園
に
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
仕
事
の
中
で
腹
話
術
を
活
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
か
と
考
え
、
加
歳
位
の
時
、
伊
豆
に
講

習
に
行
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
始
め
ま
し
た
。

③
人
形
が
話
す
と
き
は
、
唇
を
動
か
さ
ず
、
人

形
が
し
ゃ
べ
っ

て
い
る
よ
う
に
見
せ
る
の
が
、

腹
話
術
の
コ
ツ
で
す
。

グ
ル
ー
プ
は
結
成
し
て
い
な
い
た
め
、
個
人

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
な
り
ま
す
が
、
施

設
の
慰
問
、
図
書
館
で
あ
る
お
話
し
の
部
屋
の

時
、
子
供
会
な
ど
、
自
主
的
に
慰
問
し
た
り

要
請
に
よ

っ
て
出
向
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

人
形
が
話
し
て
い
る
と
き
は
、
子
ど
も
た
ち

の
瞳
が
輝
い
て
い
る
し
、
話
し
か
け
る
と
答
え

が
返
っ
て
き
ま
す
。
人
形
と
子
ど
も
の
楽
し
い

会
話
の
中
か
ら
、
心
を
聞
い
て
話
し
合
え
る
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

④
市
内
に
も
何
人
か
、

腹
話
術
を
士
心
し
て
い
る

人
が
お
ら
れ
る
ん
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
を
結

成
し
て
い
な
い
た
め
、
会
話
を
す
る
機
会
が
あ

り
ま
せ
ん
。
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
で
き
た
ら

い
い
な
!
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
般
を

①
あ
ざ
み
グ
ル
ー
プ

(料
理
)

②
昭
和
臼
年
に
大
村
に
転
入
し
て
来
ま
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
は
共
働
き
、
食
事
を
作
る
の
が
大
の

苦
手
、
素
早
く
で
き
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
が

多
く
、
味
気
な
い
も
の
で
し
た
。

大
村
に
来
て
専
業
主
婦
と
な
り
、
心
の
こ
も
っ

た
料
理
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
、
と
考
え
て
い
た

と
き
、
中
地
区
公
民
館
で
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ

る
の
を
知
り
、
同
5
月
入
会
し
ま
し
た
。

③
い
ま
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
講
師
で
あ
る
柳
原

先
生
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、
い

ろ
ん
な
料

理
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら

っ
て

い
ま
す
。
会
員
は

私
の
家
ぞ
く
は
8
人
で
す
。
き

ょ
う
だ
い
は
、
あ
兄
ち
ゃ
ん
、
私
、

弟
の
3
人
で
す
。
あ
と
¥
お
父
さ

ん
、
お
白
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
¥

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
、
加
オ

の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

私
の
家
は
¥
い
ち
ご
や
み
か
ん
¥

米
な
ど
を
作
っ
て
い
き
す
が
¥い
ま
、

い
ち
ご
の
パ
ッ
ク
を
圭
伝
っ
て
い
ま

す。
み
ん
な
¥
き
び
し
い
と
き
も
あ
り

ま
す
ガ
¥
い
つ
も
は
や
さ
し
く
て
す

き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
¥家
の
お
手
伝
い
を

し
て
¥
み
ん
な
な
か
よ
く
し
て
い
き

だ

い

で

す

。

(

朱

美

)

一日
)

淳
一
く
(
ア
)

信
美
さ
ん

(
日
)

和
幸
く
ん
(
什
)

べ
辺はるか ちゃん(弥町寺町〉

862. 10.お生まれ

アイ ドル登場
髪を短く切っ疋ら¥みんなに戸ンパン
マンと言われてしまいましだ。
お姉ちゃんとケン力ばかりする¥だく
ましい女の子です。これからも元気に
育ってね......く白・干鶴子さん〉

広報おおむら平成 2午 2) J号

、、、〆〆

、

山
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2x 

2月10日(土) 午後2時---3時30分
西大村コミセン入場無料
(フィルム名〉

金のガチョウ (アニメーション25分)

あり がと うハーナ (児童劇的分)

こんおヲ・11，ーフ知って否?
画

視聴覚ライブラリー

市民映

ヨー砂o~ひきω

①
大
村
陸
上
競
技
協
会

(長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
)

②
も
と
も
と
体
を
動
か
す
の
が
好
き
で
、
高
校

時
代
、
仲
の
良
い
友
達
と
一
緒
に
陸
上
に
入
っ

た
の
が
、
走
る
キ

ッ
カ
ケ
に
な
り
ま
し
た
。

③
練
習
は
、
陸
上
競
技
場
や
国
道
な
ど
、

5
1

6
人
の
仲
間
と

一
緒
に、

毎
日
初
回
位
を
走
り

込
み
ま
す
。
1
1
2
日
走
ら
な
か
っ

た
ら
、
体

が
重
く
な
り
調
子
が
悪
く
な
り
ま
す
ね
。

今
こ
う
し
て
頑
張
れ
る
の
は
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
も
、
良
い
先
輩
や
仲
間
が
走

っ
て
い
て
、

そ
れ
に
刺
激
を
受
け
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
意
識
が

出
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
社
会
面

に
お
い
て
も
、
い
ろ
ん
な
面
で
プ
ラ
ス
に
な

っ

て
い
ま
す
。

2
月
お
日
行
わ
れ
る
、
県
下
一
周
駅
伝
大
会

に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
、
ベ

ス
ト
で
走
れ
る
よ
う
、
全
力
を
尽
し
ま
す
。

④
高
校
時
代
か
ら
、
つ
ら
い
事
も
あ
り
ま
し
た

け
ど
、
コ
ツ

コ
ツ
と
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
考
え
る
と
、

一
つ
の
事
を
、
ず
っ

と
続
け
る

こ
と
が
大
切
だ
な
、
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
県
下
一
周
あ
る
い
は
九
州

一
周
駅

伝
を
目
標
に
し
て
頑
張
り
ま
す
。

ム
ヤ
ミ
ム
F
z
v》

i
由

i
仁

q
z
u
p
z問
問

2
4

・?
b
e
t
-
z
p一一日

x申
xJ申
由

一一
申
司
占
一
一

ー一

市

ー

し

併

戸

白

帆

一一四

が
で
き
、
こ

の
講
座
に
入
っ
て
よ
か
っ

た
な
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
に
、
ペ
ン
習
字
や
健
康
体
操
な
ど
も
行
い
、

毎
日
毎
日
が
充
実
し
た
生
活
で
す
。

④
共
働
き
を
し
て
い
た
時
と
今
で
は
、
1
8
0

度
の
転
換
を
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
夫
の
理

解
が
あ

っ
た
か
ら
で
き
た
ん
で
す
が
、
今
後
も、

子
供
や
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
し
、

ま
た
、
料
理
を
通
じ
て
、
在
宅
老
人
の
方
な
ど

へ
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
い
い
な
!
と
も
考

え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
ど
う
で
す
か
。

対
象
と
し
た
内
容
も
あ
る
の
で
、

た
だ
け
た
ら
と
思

っ
て

い
ま
す
。

利
用
し
て
い

上
田

和
弥
さ
ん

(
M
歳
・
久
原
1
丁
目
)
会
社
員

お
人
位
で
す
。

次
回
の
メ
ニ

ュ
ー
を
家
で
練
習
し
た
り
、

1

品
で
2
1
3
通
り
の
料
理
を
心
が
け
た
り
、
冷

蔵
庫
に
入

っ
て
い
る
材
料
で
、
い
か
に
う
ま
く

作
る
か
な
ど
を
工
夫
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
食
卓
や
弁
当
な
ど
い
ろ
い
ろ
工
夫

し
て
作
っ
て
い
る
せ
い
か
、
子
供
た
ち
か
ら
も

喜
ん
で
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
理
を
試
食
し

て
も
ら
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、

習
っ

た
こ
と
を
近
所
の
人
た
ち
と
作
っ
た
り
、
こ
の

グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
、
本
音
で
話
せ
る
友
だ
ち

で官
官

、

、

3 
発
足
し
て
3
か
月
、
出
来
た
て
の
ホ
ヤ
ホ
ヤ

の
合
唱
団
で
す
。

現
在
、
団
員
は
お
人
、
昔
は
若
か
っ
た
奥
さ

ん
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。
歌
は
と
て
も
好
き
、

し
か
し
、
若
い
頃
は
仕
事
や
ら
子
育
て
で
そ
れ

ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
か
っ

た
。
だ
け
ど
歌
い
た
い
グ

健康子レホふサービス
0958・26・5511

く2月のテーマ〉
月 高血圧と食事

火 手のしびれシリ ーズ②

水 小児ぜんそ くの予防

木 弱視

金 唆むことの効用

土日子宮がん検診のすすめ

頚椎症
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そ
ん
な
人
た
ち
が
寄
り
集
ま
っ
て
自
然
に
グ
ル
ー

プ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
「
美
し
い
声
よ
」「
女

学
生
み
た
い
よ
」
と
自
画
自
賛
し
な
が
ら
の
、

楽
し
い
練
習
で
す
。

つ
い
先
日
は
、
子
供
き
ん
た
ち
の
前
で
早
速
、

童
話
を
歌
っ
て
来
ま
し
た
。
ま
た
、
老
人
施
設

へ
の
慰
問
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

-
人
で
は
出
来
な
い
事
も
、
み
ん
な
が
集
ま

れ
ば
何
か
が
出
来
る
。
歌
を
通
じ
て
さ
さ
や
か

で
も
何
か
の
お
役
に
た
で
れ
ば
・:
と
、
み
ん
な

張
り
切
っ
て

い
ま
す
。

年
齢

・
経
験
は
聞
い
ま
せ
ん
。

一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
も
ち
ろ
ん
、

子
育
て
中
の
若
い

お
母
き
ん
も
ど
う
ぞ
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

歌
を
う
た
っ
て
若
く
な
り
ま
し
ょ
う
。
私
た

ち
の
、
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

練
習
日

毎
週
月
曜
日
、
午
前
日
時
j
U
時

場
所

中

地
区
公
民
館

講
師

伊
地
知
和
子
先
生

ピ
ア
ノ
伴
奏

田
中
明
子
先
生

連
絡
先

(
包
⑬
4

0
2
8
中
山
)

大村子ども劇場
ミュージツク・ストーリー「口J¥の詩」
タイムマシンに乗って 、音楽の夢を運ん

でやって来る/

2月25日(日)
午後3時""'4時30分
市民会館

問い合わせ

大村子ども劇場 (包⑬ア 063)
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デ
ィ

• 
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
新
設

市
で
は
、
在
宅
で
体
の
弱
い
要
援
護
老

人
を
、
昼
間
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
新
設
)
に
送
り
迎
え
し
て
預
り
、
日
常

の
世
話
を
す
る
い
わ
ば
託
老
所
と
も
い
え

る
「
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
し
を
3
月
中

に
開
始
す
る
子
定
で
す
。
昼
間
、
老
人
が

育
児
の
メ
ニ
ュ
ー

一
人
き
り
な
ど
で
不
安
が
あ
る
と
い
う
ご

家
庭
な
ど
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象
者

市
内
居
住
の
臼
歳
以
上
の

人
で
、
体
が
虚
弱
の
た
め
日
常
生
活
に
不

安
の
あ
る
在
宅
老
人
(
送
迎

・
入
浴
の
可

能
な
人
)

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

①
パ
ス
に
よ
る
送
迎

②
入
浴
サ
ー
ビ
ス
③
昼
食
サ
ー
ビ
ス
④
日

ょ
く

く
脳
み
そ
の
作
り
方
ー
その
4
|

人
聞
の
体
の
中
で
、

一
番
多
く
神
経
が

集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
頭
。
つ
ま
り
脳

み
そ
な
の
で
す
。
脳
み
そ
は
神
経
の
か
た

ま
り
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
す
。

人
間
の
脳
み
そ
の
神
経
細
胞
は
、
オ
ギ
ャ
!

と
生
れ
た
時
が

一
番
多
く
、

1
4

0
億
個

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

こ
わ
れ
て
減
る
一
方
な
の
で
す
。
初
歳
を

過
ぎ
る
と
、

1
日
に
日
万
個
壊
れ
る
な
ど

と
い
う
、
恐
ろ
し
い
話
も
あ
り
ま
す
。

ど
ん
ど
ん
壊
れ
て
、
壊
れ
す
ぎ
る
と
、

よ
く
言
わ
れ
る
呆
け
の
症
状
が
現
れ
て
く

る
の
だ
そ
う
で
す
が
、
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、

こ
れ
を
読
ん
で
い
て
変
だ
な
と
思
い
ま
せ

常
動
作
訓
練
⑤
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

利
用
料

1
人
l
回
5
0
0
円
程
度

実
施
施
設

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
泉
の

里
テ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
(
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
)
で
申
し
込
ん
で
く
だ
き
い

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
老
人
福
祉
係
ま
た

は
各
地
区
民
生
委
員

内
部
障
害
者
に

運
賃
割
引
/

2
月
1
日
よ
り
、
内
部
障
害
者
の
J
R
・

航
空
会
社
の
運
賃
割
引
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
お
手
持
ち
の
身
体
障
害

者
手
帳
に
第
1
種
、
第
2
種
の
別
を
記
入

ん
か
?
脳
み
そ
の
神
経
細
胞
は
、
生
れ
た

時
が
最
大
で
そ
の
後
は
壊
れ
て
減
る

一
方

だ
と
い
う
の
に
、
実
際
は
そ
れ
か
ら
だ
ん

だ
ん
発
達
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
に
、
お
か
し

い
と
言
い
た
く
な
る
で
し
ょ
う
。

全
く
そ
の
通
り
、
お
か
し
な
話
な
の
で

す
が
、
脳
み
そ
は
細
胞
が
増
え
て
よ
く
働

く
よ
う
に
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
1

個
1
個
の
脳
神
経
細
胞
が
発
達
を
し
て
、

た
く
き
ん
枝
を
出
し
て
、
ど
ん
な
つ
な
が

り
方
を
す
る
か
、
そ
れ
で
決
ま
る
の
で
す
。

良
い
つ
な
が
り
方
を
す
れ
ば
良
い
働
き
、

悪
い
つ
な
が
り
方
を
す
れ
ば
悪
い
働
き
を

す
る
悩
み
そ
が
で
き
る
わ
け
で
す
ね
。

育
児
と
言
い
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
と

い
う
こ
と
は
、
良
い
働
き
を
す
る
脳
み
そ

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
人
は
、
手
帳
持
参
の
う
え
、

早
目
に
福
祉
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

被
爆
者
健
康

法、
日夕

の
お
知
ら
せ

対
象
者

・
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

・
健
康
診
断
受
診
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

受
付
時
間

・
午
前
日
時
1
1
時

・
午
後
1
時
1
2
時
ぬ
分

問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所
ま
た
は
福
祉

課
福
祉
係

※
今
回
の
定
期
健
康
診
断
以
外
に
年
2
回

を
作
る
こ
と
だ
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で

一

は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
く
働
く
脳
み
そ

一

が
で
き
る
か
と
い
う
と、

実
は
、
そ
ん
な

一

に
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
本
当

一

は
易
し
い

こ
と
な
の
で
す
。
で
も
、
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

一

易
し
く
て
難
し
い
、
そ
れ
が
良
く
働
く

一

脳
み
そ
の
作
り
方
で
す
が
、
易
し
い
か
難

一

し
い
か
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
取
り
巻
く
す
べ

て
の
人
々
と
の
か
か
わ
り
と
、
や
は
り
、

お
母
さ
ん
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

次
回
か
ら
は
、

脳
神
経
細
胞
の
発
達
の

仕
組
み
と
、
良
い
発
達
の
き
せ
方
に
つ
い

て
話
を
進
め
る
こ
と
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

「
耳
と
こ
と
ば
の
相
談
員
」渡

辺

末
男
先
生

ま
で
、希
望
に
よ
り
健
康
診
断
ま
た
は
、
が

ん
検
診
を
国
立
長
崎
中
央
病
院
、
大
村
市

立
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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原爆被爆者一般健康診断実施日程

日 平呈 実施場所 対象地 区

2月26日(月) 中地区公民館 西 大 十す

2月27日(火) 福祉センター l西大村、宣瀬

2月28日体) 福祉センター 大 村

3月1日(木) 市コミセン 大 村 l

3月2日佳) 市コミセン 大村、三浦、鈴田

3月5日伺) 竹 松 出 張 所 竹 松

3月6日伏) 竹松出張所|福重 、松原

就 霊
識 答

申翠 ?
議蚕 ぎ
をの 欠

被
爆
者
ま
た
は
被
爆
者
と
生
計
を
同
じ

く
す
る
子
供
が
就
職
す
る
場
合
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
申
請
を
/

対
象

被
爆
者
の
属
す
る
世
帯
が
低
所
得

(市
民
税
が
2
千
円
以
下
)
の
世
帯
で
公
共

職
業
安
定
所
を
通
じ
て
就
職
す
る
人
。
た

だ
し
、
す
で
に
受
領
し
た
こ
と
が
あ
る
人

は
除
き
ま
す
。

支
給
金
額

被
爆
者
本
人
・:
4
万
円

被
爆
者
の
子
供
・
・・2
万
円

申
込
方
法

2
月
お
日
制
ま
で
に
所
定
の

申
請
書
(
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
)
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係



期
日

3
月
日
日
同

※
荒
天
時
は
3
月
四
日
刊

場
所

野
岳
湖
周
辺

種
目ωAゴ

l
ス

(7
凶

)
1

②
B
コ
l
ス

(
5
l
m
)
1
家
族
組
(
成
人

1
人
を
含
む
)

2月1日午前 5時から10分間程

通話ができなくなります。

52局・ 53局・ 54局の電話実換機を最新形の

デジタル受換機に切り替えるための工事で、

通話ができなくなります。

皆さんlごは大変ご迷惑をおかけしますが、

ご了承をお願いします。

二 大村52・53・54胃の電話のお客様 ヘ =

期間 7 月30日(火)~2月 7 日(水)

場所 市役所?階ロビー

内容黒央地区 (2市6町〉の郷土芸能¥

景勝地など

セ
ン
サ
ス
で
築
け

未
来
の
農
林
業

i吉良泊冨巡回宙治写真田

NTTからのお知らせ

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
、

2
月
1
日

現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
農
家
・
林
家
を

対
象
と
し
て
行
う
大
規
模
な
も
の
で

「農

林
業
に
関
す
る
国
勢
調
査
」
と
も
い
う
べ

き
大
切
な
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
農
林
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
、

生
産
環
境
の
整
備
な
ど
き
め
細
か
な
農
林

行
政
を
推
進
す
る
際
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
訪
問
し
、

聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
御
多
忙
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
が
、
調
査
に
協
力
く
だ
き
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課

早
春
の
野
山
を
歩
い
て
み

市
民
オ
リ
エ
ン
テ

パ
ー
テ
ィ
ー
構
成

1
グ
ル
ー
プ
4
人
以

内
を
原
則
と
し
、

家
族
組
に
は
必
ず
却
歳

以
上
の
人
いか
同
行
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の
弁
当
、
水
筒
、
亦
ボ

ー
ル
ペ
ン
、
雨
具
な
ど

集
合

野
缶
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
事
務
所
前

受
け
付
け

午
前
8
時
却
分
1
9
時

ス
タ
ー
ト

午
前
9
時
却
分

(
解
散

1
午
後
1
時
)

申

込

方

法

参
加
料
(
保
険
料
を
含
む
)

高
校
生
以
上
訓
円
、
中
学
生
以
下
問
円
を

添
え
体
育
課
へ

※
申
込
用
紙
は
体
育
課
、
各
小

・
中
学
校

に
あ
り
ま
す
。

締
め
切
り

訂
正
文

(
団
体
と
個
人
区
間
賞
が
次
の

と
お
り
変
わ
り
ま
す
)

表
彰

O
A
・
B
と
も
団
体
1
1
3
位

(
B
は
、
市
内

・
市
外
に
分
け
て
表
彰

し
ま
す
)

O
個
人
区
間
賞

(
A
・
B
と
も
区
間
1

位
の
み
)

お
わ
び
と
訂
正

広
報
お
お
む
ら
1
月
号
日
ペ
ー
ジ

「
お
お
む
ら
駅
伝
競
走
大
会
」

の

「
表
彰
」

欄
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

2
月
お
日
附

種別 団地名 募集戸数 間取 り 家賃(月額 ・円)

ρ吊ι， 室主 7 2DK -~ DK 15 ， 450 ~ 20 ， 600 

1 久原第二 5 4DK 21， 830 

城 3 3DK 28，530 

種 松 山 10 3DK 28， 320~ 29，870 

本小路 6 3DK 32，960 

植 松 1 2K 5， 350~ 5，560 
2 片吊μ. 舟交 2 2DK-4DK 11， 330~ 19， 570 

種
松 山 2 3DK 21， 1l 0~ 23，170 

桜馬場 2 26，000 

※申込者が募集戸数に達した時点で締め切ります。

※収入などに制限があります。

申し込み・ 問い合わせ

県住宅供給公社大村事務所 (ft⑫ 6825)

種別j 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

福 重 l 3DK 27，000 

城 4 3DK 25，200 
1 久 原 12 2K-3K 7 ， 300 ~ 10 ， 200 

植 松 1 2K 6，100 

上小路第二 1 2K 4，800 

干重 松並第一 l 3DK 30，000 

久原第二 3 3DK 21， 200~ 23，800 

竹 松 4 3K 7 ， 200 ~ 17 ， 000 

福 重|1 3DK 20，500 
2 

旭 1 2K 6，800 

種
池 田 2 3K 8， 400 ~ 9 ， 200 

小路口第二 2 2K 2，800 

雇用促進住宅寿古宿舎

入居者募集中

公営住宅入居者募集

受け付け 2 月 5 日 (月) ~10日(土)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があリます。

構造 鉄筋 コンクリー ト造 5階建

規模 3棟80戸 (3 D K) 

家賃 32，800円

入居できる人

①事業所に勤務している人

②家賃の支払能力のある人

③同居家族が 2人以上の人

(婚約中も可)

申し込み・問い合わせ

大村公共職業安定所 (ft⑫2101)

広幸民おおむら平成 2年 2月号

|市営 |

15 



お
し
ら
せ

郷

土

史

講

演

会

日
時

2
月
日
目
的
、
午
後
2
時

1
3
時
ぬ
分

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題

帰
国
後
の
少
年
使
節
の
人

生講
師

純
心
女
子
短
大
助
教
授

宮
崎
賢
太
郎
先
生
(
日
本
キ
リ
シ

タ
ン
史
お
よ
び
宗
教
学
専
攻
)

平成2年度

入
場
料
無
料
(
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ど
、
つ
ぞ
)

主
催

大
村
史
談
会
、

員
会

市
教
育
委

教

育

講

演

会

宮崎賢太郎氏

こ
ど
も
に
対
す
る
親
の
過
保
護

ぶ
り
、
親
子
の
対
話
の
な
さ
、
記

憶
力
を
競
う
勉
強
の
ま
ち
が
い
な

ど
、
実
例
を
あ
げ
な
が
ら
の
お
話

で
す
。

日
時

2
月
打
日
出
、
午
後
2
時

か
ら
3
時
初
分
ま
で

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

演
題

「今
、
親
と
子
に
何
が
欠

け
る
7
」

講
師
高
橋
敷
先
生
(
教
育
評

論
家
)

※
入
場
は
無
料
で
す

委

事襲
E務

零恩
m. 同事
Jιn、
け w

付
け
ま
す

平
成
2
年
度
委
託
業
務
関
係
の

競
争
入
札
に
参
加
希
望
の
人
は
、

参
加
資
格
審
査
へ

の
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
き
い
。

業
種

警
備
・
清
掃

・
浄
化
槽
・

消
防
設
備
・
機
械
器
具
、
そ
の
他

保
守
管
理
を
要
す
る
業
種

申
請
期
間

2
月
日
日
同

i
n
目

別

申
請
場
所

管
財
課
監
理
係

申
請
書
類

市
の
指
定
様
式
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
建
設
工
事
お
よ
び
測
量
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
業
務

に
つ
い
て
は
、

3
月
1
日
1
訂
日

迄
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
3
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

2
月
日
日
倒
、
午
後
1
時

加
分

場
所

市
役
所
第
3
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑
、
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に
完

納
き
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

モ
デ
ル
子
ど
も
会

発

表
，ζト
Zミ

モ
デ
ル
子
ど
も
会
の
発
表
を
通

し
て
、

子
ど
も
会
活
動
の
望
ま
し

い
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

さ
ら
に
子
ど
も
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
活
動
内
容
を
ど
う
進
め
て
い
く

か
を
考
え
ま
す
。

期
日

2
月
4
日
師

会
場

市
コ
ミ
セ
ン

参
加
対
象

市
内
の
子
ど
も
会
員

及
び
育
成
者

・
指
導
者

受
け

付

け

午
前
8
時
必
分
1

開
会

午
前
9
時
日
分

1

な
お
、
今
回
特
別
講
演
と
し
て

長
崎
市
立
大
浦
中
校
長
(
県
子
ど

も
会
専
門
委
員
)
の
南
宏
樹
先
生

に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
市
子
ど
も
会
事
務

局
(
市
コ
ミ
セ
ン
内
包
⑮
3
1
6

市
民
公
開
講
座

講
演
会

。
演
題

「
私
と
森
の
石
松
」

講
師

作
家
笹
沢
左
保
氏

。
演
題

「
ス
ポ
ー
ツ
と
人
守
つ

く
り
」

講
師

国
見
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

監
督
小
嶺
忠
敏
氏

日
時

2
月

μ
日
出

開
演
予
定
午
後
1
時
泊
分

会
場

市
コ
ミ
セ
ン

入
場
料

無
料

主
催

長
崎
県
司
法
書
士
会

問
い
合
わ
せ

(宮
⑫
6

4
1
5

山
口
)

大
村
市
青
年
団

青

年

タ叉
~ 

ー
若
者
に
よ
る

・
ザ宣
告
の
た
め
の
・

祭
典勘

作
座
な
ど
他
団
体
の
協
力
で

楽
し
い

1
日
を
演
出
し
ま
す
。

日
時

2
月
日
日
師
、午
前
日
時
j

午
後
4
時
加
分

場

所

市

コ
ミ
セ
ン

内
容

芸
能
・

コ
ー
ラ
ス
・
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
・
バ
ザ
l

・
作
品
展

示
な
ど

※
入
場
無
料
(
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
)

市
内
小
・
中
学
校

障
害
児
学
級
作
口
∞
震

期
間

2
月
比
日
附
i
M
日
働

時
間

午
前
日
時
1
午
後
5
時
初

一分
ま
で

会
場

市
コ
ミ
セ
ン

参
加
学
年

小
学
校
1
年
生
1
中

学
校
3
年
生
ま
で

n
h
u
 

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構

長
崎
支
部
か
ら

事
務
所
移
転
の

お
知
ら
せ

事
務
所
が
、
次
の
と
お
り
移
転
し
ま

し
た
。

移

転

先

干

mー
ω西
彼
杵
郡
多

良
見
町
化
屋
名
1
8
5
2
番
地
2

(
多
良
見
町
役
場
と
十
八
銀
行
多

良
見
町
支
屈
の
問
)

(
宮
附
0
9
5
7
⑬
5
0
9
0
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
岱
0
9
5
7
⑬
5

2
5
0
)
 

禁止物件に掲出していません

か

街路樹、電柱、ガー ドレー ル、

街路柱などには、はり紙、は

り札、立看板を掲出できませ

ん。

掲出のまえに相談を

広告物の掲出をするときはほとんどの場合、条

例の規制をうけます。

道路上に掲出していませんか

道路法と道路交通法により道路の維持管理、交

通保安のため掲出が禁止されています。

※詳しくは、諌早土木事務所 (宮⑫ o0 1 0 ) 

f¥。

屋外広告物の掲出には
次の点にご注意をf



運
転
免
許
取
得
者
の

特

別

講

習

会

運
転
免
許
取
得
者
の
講
習
会
を

聞
き
ま
す
。

日
時

2
月
初
日

ω

午
後

1
時
ぬ
分
1

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

主
催

大
村
市
交
通
安
全
母
の
会

ぼ
し
ゅ
う

受
通
安
全
協
会
職
員

資
格

-
高
校
卒
以
上
(
見
込
含
)

で
加
歳
未
満
の
独
身
女
性

・市
内
居
住
で
、
で
き
れ
ば
運
転
免

許
を
持

っ
て
い
る
人

採
用
人
員

1
人

応
募
方
法

履
歴
書
、
住
民
票
記

載
事
項
証
明
書
、
健
康
診
断
書
各

1
通
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

2
月
お
日
附

問
い
合
わ
せ

市
交
通
安
全
協
会

(宮
⑬
9
8
8
9
)

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

長
崎
県
第
ア
団

小
学
生
女
子

(
新
入
学
も

資
格

可
)

定
員

若
干
名

締
め
切
り

2
月
初
日
例

ご
寄
寸{

a
り
が
と
う
ご
ポ
ヤ
ま
し
た

ご
好
意

広報おおむら 平成 2年 2H号

。
香
典
返
し

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
松
本
小
夜
子
(
松
原
本
町
)
天

幕
一
張
叩
万
円
相
当

V
宮
崎
賓

(松
原
1
丁
目
)
天
幕

一
張
叩
万
円
相
当

文
化
基
金
へ

V
岩
永
敦
子
(
玖
島
2
丁
目
)
日

万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
中
山
鈴
子
(
今
村
町
)
叩
万
円

V
野
田
サ
カ
エ

(池
田

2
丁
目
)

(
敬
称
略
)

5
万
円

V
福
井
健

一

万
円

V
清
水
幸
男
(
徳
泉
川
内
町
)

5

万
円'v峯

清
子

(
古
賀
島
町
)
2
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
漬
口
岩
作
(
西
部
町
)
5
万
円

V
黒
川
ハ
ル
エ

(
田
下
町
)
7
万

円V
牧
山
家
子
供
一
同

(西
大
村
本

町
)
刊
万
円

V
三
浦
千
代
子

(森
園
町
)
刊
万

(玖
島

1
丁
目
)

3

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
、
住
所

・

氏
名

・
保
護
者
名

・
学
校
名

・
学

年

・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

(乾
馬
場
町
8
3
0
1
2
加
島
澄

子

宮
⑫
2
8
0
9
)

T T円
坂梅
上津
貞文
雄雄

西武
音~音~
町町

10 10 
万万
円円

。
一
般
寄
付

清
和
国
へ

V
大
村
園
芸
高
校
家
庭
科

1
奉
仕

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
星
美
幼
稚
園
H
H
慰
問

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
岩
井
勝

・
中
島
松

一
・
末
永
辰
夫
)
理
容

奉
仕

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春

(本
町
)
1
万
円

V
松
尾
昭
二
(
寿
古
町
)
2
万
円

V
大
村
地
区
同
盟

1
1
万
2
千
別

円V
桝
本
医
院

1
1
万
円

大
村

グ
リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス

一
緒
に
歌

っ
て
み
ま
せ
ん
か

練
習
日

毎
週
木
曜
日
、午
前
叩
時

ー
ロ
時

場
所

竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー

連
絡
先

(
包
⑧
4
6
0
3
宮
沢
)

技
能
向
上訓

練
受
講
生

O
パ
ソ
コ
ン
入
門

期
間

3
月
5
日
間

l
m
日
附

(
叩
日
間
)

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
県
支
部

l
2
万
円

V
佐
々
木
良

一
(
富
の
原
2
丁
目
)

1
万
円
外

V
鬼
橋
町
ゆ
り
の
会

1
6
千
円

V
美
天
宮
敬
神
婦
人
会
uu
ま
ん
じ

ゅ
、っ

V
大
村
我
楽
多
会

l
紅
白
も
ち

V
開
法
寺
信
徒
一
同
H
H
米

V
九
州
電
力
大
村
営
業
所
青
年
婦

人
部
H
H
も
ち
つ
き
慰
問
外

V
十
人
会
H
H
野
菜

・
み
か
ん

V
第

一
印
刷

1
ケ
ー
キ

V
林
田
佐
重
喜

1
ケ
ー
キ

V
伺
池
田
産
業

l
も
ち
米

泉
の
里
へ

V
水
洗
留
男
(
松
原
1
丁
目

)
5

万
円

O
ワ
ー
プ
ロ
講
座

期
間

3
月
4
日
制
i
お
日
制

(
8
日
間
)

O
建
築
専
用
C
A
D
講
座

期
間

3
月
ロ
日
間
1
お
日
目

(
8
日
間
)

O
戸
セ
ン
ブ
リ
言
語
入
門

期
間

3
月
2
日
幽
l
四
日
開

(8
日
間
)

O
コ
ボ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

期
間

3
月
6
日

ω
i
m日
目

(
6
日
間
)

O
空
圧
制
御

期
間

3
月
日
日
制

l
m
日
間

(
5
日
間
)

0
3級
シ
ャ
シ
整
備
士
受
験
準
備

講
習

期
間

3
月
5
日
間

l
mM
日
間

V
大
村
市
母
子
寡
婦
連
合
会

l
慰

問
・

テ
ィ
ッ

シ
ュ

・
ジ
ュ
ー
ス

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
大
川
田
老
人
会

1
奉
仕

V
大
村
市
岳
精
会

1
み
か
ん

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
県
支
部

1
1
万
円

V
萱
瀬
保
育
園
H
H
慰
問

・
ま
ん
じ

ゅ、っ
V
松
尾
末
男
(
武
留
路
町
)
も
ち
米

V
光
と
緑
の
園
向
陽
寮

1
慰
問

V
民
踊
愛
好
会
芳
文
会

l
l
万
円

V
鈴
木

・
和
田

・
好
田
・
平
・
井

手
理
容
院

l
理
容
奉
仕

サ
ン
ラ
イ
フ
へ

V
み
つ
る
興
産

1
遊
具

慈
恵
荘
へ

V
黒
川
美
代
子
(
田
下
町
)
3
万
円

(
7
日
間
)

0
2級
ガ
ソ
リ
ン
整
備
士
受
験
準

備
講
習

期
間

3
月
比
日
附
1
お
日
樹

(
7
日
間
)

O
J
I
S
・
N
K
検
定
炭
酸
ガ
ス

半
自
動
溶
接

期
間

3
月
3
日
∞
1
4
日
同

(2
日
間
)

O
J
I
S
・
N
K
横
定
T
l
G
溶

接期
間

3
月
3
日
出
1
4
日
間

(
2
日
間
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(干

制
諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
8

⑫
2
3
2
3
)
 

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
2
丁
目
)

叩
万
円

V
田
中
国
治

(徳
泉
川
内
町
)
叩

万
円

V
上
野
久
美
枝
(
原
口
町
)
5
万
円

V
新
寿
司

l
寿
司

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
県
支
部

l
l
万
円

V
萱
瀬
保
育
園

1
慰
問
・

ま
ん
じ

ゅ、っ
V
朝
長
ミ
ネ

(岩
松
町
)
み
か
ん

V
出
口
ウ
タ

(小
路
口
町
)
人
参

.
き
つ
ま
芋

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
渡
辺
健
市
(
陰
平
町
)
野
菜

パ
l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
実
山
俊
次
(
水
、
王
町
1
丁
目
)

慰
問

門

i



、
私グ

2
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

(
8期
)
の
納
期
で
す
。

?日 機能訓練根気の会 福祉センタ- 13:30 ~ 15 : 30 

(木)
明日の親のための教室 (妊婦教室①) 成人の健康相談 福祉セ ンタ-13 : 00 -15 : 00 

市コミセン 13 : 00-16: 00 ⑮母子健康手帳 ⑪40歳以上

2日 成人の健康相談 福祉セン タ-13: 00-15 : 00 16日 ⑪血圧;&IJ定 ・みそ汁の塩分濃度iWJ定ほか

(金) ⑪40歳以上 ⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか (愈 明日の親のだめの教室(妊婦教室④)

当番医
市コミセン 18 : 30-20 : 30 

4日 ⑮母子健康子帳

(日)
(内)吉田内科クリニック 本町 宮⑫1177

(産)おび産婦人科医院 本町 宮⑭1103 17日
(お

耳とことばの相談 福祉センタ- 13: 00 -15 : 00 

安産教室 市役所 9: 30-11 : 00⑧9 : 30までト

5日 ⑮母子健康手帳、ズボン 18日 当番医

(月) 一般健康相談 市役所 13: 00 -16 : 00 (日)
(内・ 呼)おおつか内科医院 西コ城町 宮⑮8080

⑮血圧出iJ定 ・みそi十の塩分濃度測定ほか (整)情口整形外科医院 竹松本町 宮⑧8739

6日
乳幼児健康相談 松原出張所③13: 30-15 :00 19巴 乳幼児健康相談 竹松出張所

(火) ② 9 : 30 -11 : 00 13: 30 -15 : 00 

ア巴 明日の親のだめの教室(妊婦教室②) (月) ⑪離乳食教室 10: 30-15: 00 

(水)
市コミセン 13 : 00-16 : 00 

⑬母子健康手帳、 エプロン 20日
(火)

乳幼児健康相談 萱瀬出張所②9: 30-11 : 00 

?歳6か月児健康診査 市コミセン ⑧13:00-13:30

9巴 @昭和63年7月生まれ(63年2月-6月生まれで、 21巴 明日の親のための教室(妊婦教室⑤)

(金) まだ受けていない人 も受診してくだき L、) ば)
市コミ セン 13 : 00 -16 : 00 
⑮母子健康手帳、ハブラシ 、手鋭、コ ップ、タオル

⑧母子健康子帳、問診票

3歳児健康診査 大村保健所

竹田
当番医 22日 ⑤9 : 30-10 : 00 13: 00-13: 30 

(日)
(内・呼)ともなが内科クリニック 杭出津2丁目岱⑪5000

(木)
⑪昭和61年 8月生まれ(61年 2月-7月生まれで、

(外・内)牧山医院 宮小路2丁目 2③7831 まだ受けていない人も受診してくだきし、)

当番医
⑮母子健康手帳、問診票

12臼
(月・祝)

(内)近藤医院 東本町 宮⑪1166 23日 4歳6か月見健康診査

(外・内)佐藤外科医院 杭出津2丁目 E⑫3070 市コミセン ⑧13 : 00 -13 : 30 
(金) ⑪⑮...9日 (金)と同 じ

13El 乳幼児健康相談 市コミセン
25日 当番医

(火)
⑧9 : 30 -11 : 00 13: 30 -15 : 00 (内)川本内科医院 久原 1丁 目 2⑪5675 
⑪離乳食教室 10 : 30 -15 : 00 (日) (産)後藤産婦人科医院西大村本町 E⑫6015

明日の親のだめの教室(妊婦教室⑥)

14巴 明日の親のための教室 (妊婦教室③) 28日
市コミセン 13 : 00-16 : 0。 (水)

市コミセン 13 : 00-16 : 0。
(7}¥) ⑮母子健康手帳

⑮母子健康手帳、ズボン

15日 機能訓練根気の会 市コミセン 10: 00 -13 : 30⑮調理実習
略号の説明 ⑨…対象 ⑧…受け付け ⑪…内容

⑮…持ってくるも の

(木) 定期巡回献血 市役所 9: 30-12 : 00 当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所

/
大
村
市
役
所
宮
附
ω

4
1
1
1

印
刷

所

/
九
州
凸
版
側

編
集
/
秘
書
広
報
課

ー

人口の動き

オ月オ日現在

計ワ2，484
(十 74)

男 34，682
(+ 23) 

女 3ワ，902
(十 61) 

t空帯数 22，181
(十 43)

)内は前月比

18 

人口

。
三
種
混
合

(百
人
服

・
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
)
の

2
回
目
の
予
防
接
種
を

行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
環
境

衛
生
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で行っています。

お気軽にご相談ください。

人権相談 ( 1日 10:00........15: 00) 

行政相談 (8日 9 : 30........12 : 00) 

法律相談 (21日 10: 00........15 : 00) 

不動産相談 (23日 13: 00........16 : 00) 

受通事故相談 (27日 10: 00........15 : 00) 

年金相談 (28日 10:00........15:00)

※受け付けは午前 8時30分より行っています。

f
i
2
月
の
定
例
相
談
目

2月の大村ポート(2日-6日、17日-22日長崎県MB競走会会長杯)
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